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を
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。
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。
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。
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。
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。
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解答・解説　ぞうの はな（1年・せつめい文）

問1　ウ
もん

三つ目の だんらくに「木の えだに はなを まきつけて、たぐりよせます」と かいて あります。えだを じぶんの ほうへ ひっぱって くる ことです。
みっ め き

問2　ア
もん

五つ目の だんらくに「ほねが ありません。だから、……じゆうに うごくのです」と かいて あります。
いつ め

問3　あつい 日ざし
もん ひ

四つ目の だんらくに「あつい 日ざしから からだを まもるのです」と かいて あります。
よっ め ひ

問4　（れい）はなで 水を すいこんで、口に はこぶ。
もん みず くち

二つ目の だんらくに「はなで 水を すいこみます」「その 水を 口に はこびます」と かいて あります。すいこむ ことと、口に はこぶ ことの 二つが かけて いれば ○です。
ふた め みず みず くち くち ふた
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